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第 2 章では，対象とする線型順序回路の基礎となる代数， すなわち Galois 拡大体上での演算回路
について論じ， 積演算回路とべき乗演算回路の回路構成法に関して， 実用上重要な結果を導いてい
る。





のーっとしては， Bose-Chaudhuri-Hocquenghem 符号が広く知られている。 しかし，この符号の復
号化法およびその装置はきわめて複雑となり，その実用化が困難であった。この問題に対する一つの




第 5 章では， Galois 拡大体を用いた， 新しい多重パースト誤り訂正符号のー構成法とその復号化
法について述べている。この符号の復号化の理論は，第 4 章で述べた方法を拡張して適用したもので
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(1) Galois 拡大体の上での演算を可能ならしめる回路を考案し， この方法を用いて， Galois 拡大体
の元を係数とする代数方程式を，線型順序回路で解く方法を見出した。
(2) Bose-Chaudhuri-Hocquenghem 符号に対する実用上有効な復号化法を提案した。
(3) さらに，これら二つの手法を応用して多重パースト誤り訂正用の新しい符号を構成した。
(4) 誤り訂正または誤り検出用の符号部分を，フレームの同期に有効に利用し得る方法を示した。
乙のように，著者はデータ伝送において重要性をもっ誤り訂正符号および周期符号の構成について
研究し，通信工学の発展に寄与したところは大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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